
古河城跡（古河市） 築城年代：平安時代末期 、築城者：下河辺行平

        縄張図/明治末に開始された渡良瀬川改修事業の際に、主要部分は堤防や河川敷に変わった/堤防の市街地側には、観音寺曲輪の大半・桜町
        曲輪（「丸の内」と記されたエリア）の半分・百間堀等の水堀が残されたが、現在はこれらも宅地等に変わり、ほとんどの遺構は消滅している

　　　南 　　　　　　　　　　　　　　北



ここは古河歴史博物館入口/出城である諏訪郭跡に建てられており、土塁と堀跡が残る/この池も堀跡で右手には土塁が
見える



左手は古河歴史博物館下の「古河城出城諏訪曲輪跡」の碑





そこから堀跡を見たところ/左手が土塁



　　　　　エントランスへ進むと土塁が取り巻いている



　縄張図/出城（現在地）→御成道→桜門→追手門→船渡門→御作事役所→正定寺→鷹見泉石邸他の順に見てみよう



　土塁の様子



　　　　　　左手を見たところ



　　更に土塁（右手）が続いている



　　　　　　塀の中を覗き込んでみると、こんな塩梅



　　左手を見ると下に堀跡が見える



　　そこに立っている「古河城出城諏訪郭」と記された標柱



　　　　　　堀跡へ下りてみる



　　　　土塁の状況も良く見える



　　　　　堀跡と土塁は折れを伴いながら続いている



前方に進んで、振り返って見たところ



　　　　そこで左手を見たところ/前方に最初の古河歴史博物館入口が見える



　　　　　　これは反対方向から古河歴史博物館入口を見たところ/正面の木々の中にも土塁が残っているようだ



　　　　　さて、ここは古河歴史博物館から御成道を通って西方向に進んで来た所で、丸ノ内（桜町曲輪）のエリア



　　　そこに説明坂が立っている











　　　これが獅子ケ崎跡の土塁



　　　　左手を見ると、民家で寸断されてしまっている



　　　　裏側に回って見たところ



　右手を見たところ/ここは堀跡でその右手が観音寺曲輪跡



　　　前方で振り返って見たところ



　　　土塁をアップで見たところ



　これは獅子ケ崎跡の土塁の対面にある古河藩家老長屋門



別の角度から



　　　そこから更に西方向に進むと、正面に「古河城桜門址」の碑が立っている



　　　　　こんな塩梅



別の角度から



　　さて、ここには「古河城追手門址」の碑と説明坂が立っている



　　　　こんな塩梅





別の角度から



　こちらは「川口信任屋敷跡」のエリア



　　　　　説明坂が立っている





　　　こちらには「古河城船渡門址」の碑が立っている



　　こんな塩梅



　　　こちらには「古河藩作事役所址」の碑が立っている



　　こんな塩梅



　　その近くに鳥居が立っている



　　　　神額に「水神宮」とある



　その北側に回ると、左手に「頼政神社」と記された標柱が立っている/右手の木々の所がそうらしい



　　　　　社殿は観音寺曲輪跡に僅かに残るこの土塁上に建っているらしい



階段を登る途中に説明坂が立っていた



頼政神社は渡良瀬川改修工事の際、南にある立崎（頼政曲輪）から観音寺曲輪西北部の土塁上に移設されたものと云う



縄張図もあった



　　　　　　ここが土塁の頂部



　　右手が頼政神社社殿、左手は先程の水神宮の社殿



　　　さて、左手は永井寺の参道



　永井寺本堂



　　　　　　立派な本堂である



　　　　　さて、前方が正定寺



　　　江戸幕府大老・土井利勝が開基がしたと云う



　「大老土井大炊頭利勝墓所」と記されている



　　　　　こちらには「絵画絹本着色土井利勝肖像画」と記された標柱と説明版が立っている



　　　　その他に、旧土井家江戸下屋敷表門である黒門、土井家墓所は古河市指定文化財となっている



　　　本堂



　　境内にある「土井利勝公御像」



　　　　こちらは「侍従樅碑（土井利勝公御代記）」



　　　鐘楼



　　さて、これが旧土井家江戸下屋敷表門である黒門



　　標柱には「建造物　正定寺黒門」と刻まれている





　　　　　側面から見たところ



　　　　境内側から見たところ



　　ここは市内にある恵比寿神社



ここがその近くに所在する福法寺/山門は、古河城の二の丸御殿の乾門が移築されたものらしい



　　「建造物　福法寺山門」と刻まれた標柱が立っている





　　　　境内側から見たところ



　　柱足元のヒンジを見たところ



市内の坂長には、城内の文庫蔵・乾蔵を移築したと伝わる建造物(国の登録有形文化財) が残ると云うが、前方に標柱が
見える



　　　　　「古河城御茶屋口門址」と記されている



　　　　　アップで見たところ



ここはその近くに所在する八幡神社





　　　拝殿



　古河城の鬼門除けとして足利氏と繋がりがあるようだ



　　　　　　正面中央が本殿



さて、ここは古河歴史博物館の隣に所在する鷹見泉石記念館/江戸時代中期から後期の古河藩家老・鷹見泉石の晩年の
住まいを改修したものと云う/鷹見泉石は「大塩平八郎の乱」の鎮圧にあたった人物



　こんな塩梅



さて、最後に本丸跡へ行ってみよう



　　明治末に開始された渡良瀬川改修事業により、河川敷となってしまったと云う本丸跡の堤防上には石碑があった



説明板もある





城の西を流れる渡良瀬川を自然の堀とし、城内に船着場を設けるほか、北側には民間の河岸問屋が営まれ河川交通の
要地となっている/ただし、城は城下の最も低いところに位置しているため、度々洪水の被害を受けているようだ/東も百聞
堀と呼ばれる低地を利用した堀を構え、全体に自然地形をうまく利用した縄張りとなっている/更に、東の台地を日光街道
が開通し、宿場としての機能も整えていたと云う





本丸や二ノ丸等の主要部分は、渡良瀬川に架かる三国橋と新三国橋にはさまれた堤防・河川敷に相当し、この方向には
立崎郭（左手）・頼政郭（右手）があったようだ



　　　　その右手は本丸（左手）・三ノ丸（左手）の跡



　　更にその右手は丸ノ内（左手）・観音寺郭（右手）



　　　その右手、堤防を挟んでこちらは諏訪郭方向



　　　　　その右下は東帯郭/その先は百閒堀（した堀）のエリアで、左手の湿地はその雰囲気を留めているようだ
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